
内
山
純
蔵
著

『
縄
文
の
動
物
考
古
学

　
　
　
　
　
西
日
本
の
低
湿
地
遺
跡
か
ら
み
え
て
き
た
生
活
像
」

一

円
　
畑
　
航
　
平

　
考
古
学
が
そ
の
追
求
す
べ
き
テ
ー
マ
の
リ
ス
ト
に
『
環
境
匝
を
加
え
た
の

は
、
そ
う
昔
の
こ
と
で
は
な
い
。
同
時
に
、
考
古
学
者
が
入
山
遺
物
以
外
の

も
の
、
す
な
わ
ち
璽
環
境
』
を
語
る
た
め
に
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
『
自
然
遺

物
』
に
注
意
を
払
う
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ
こ
数
十
年
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
近
年
で
は
、
自
然
遺
物
へ
の
考
古
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
目
ま
ぐ
る
し

い
発
展
の
途
上
に
あ
る
。
そ
の
対
象
も
、
①
土
壌
や
地
質
な
ど
の
立
地
環
境
、

②
人
骨
、
③
種
子
や
花
粉
、
植
物
瑳
酸
体
な
ど
の
植
物
遺
存
体
、
④
大
型
哺

乳
類
か
ら
微
小
な
貝
類
・
昆
虫
ま
で
を
含
む
動
物
遺
存
体
、
な
ど
が
あ
り
、

通
常
そ
れ
ぞ
れ
を
扱
う
専
門
領
域
は
、
①
地
考
古
学
、
②
生
物
考
古
学
（
狭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

義
）
、
③
植
物
考
古
学
、
④
動
物
考
古
学
と
呼
ば
れ
る
。

　
本
書
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
動
物
考
古
学
を
学
ん
だ
著
者
が
、
人
間
の
環
境
へ

の
適
応
を
積
極
的
に
論
じ
た
意
欲
作
で
あ
る
。
動
物
遺
存
体
の
分
析
を
軸
と

し
て
、
遺
跡
立
地
か
ら
物
質
文
化
に
い
た
る
ま
で
を
幅
広
く
論
じ
な
が
ら
、

人
間
と
環
境
と
の
関
係
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
、
し
か
し
あ
く
ま
で
も
実
証
的

に
描
き
出
し
て
い
る
。
舞
台
と
な
る
の
は
、
縄
文
時
代
早
期
後
葉
か
ら
中
期

前
葉
の
西
日
本
で
あ
る
。

二

は
じ
め
に
、
金
体
の
目
次
を
示
そ
う
。

ま
え
が
き

第
1
章
　
西
日
本
縄
文
時
代
へ
の
動
物
考
嘗
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

　
　
（
1
　
「
サ
ケ
・
マ
ス
論
」
を
め
ぐ
る
問
題
と
対
象
地
域
／
2
　
譲

　
　
的
お
よ
び
分
析
対
象
遺
跡
／
3
　
方
法
－
動
物
考
古
学
に
よ
る
ア

　
　
ブ
ロ
ー
チ
／
4
　
「
複
合
狩
猟
採
集
民
（
o
o
白
巳
Φ
×
げ
琶
審
㌣

　
　
α
q
象
訂
H
臼
ω
）
」
に
つ
い
て
／
5
　
遺
跡
機
能
の
判
断
指
標
－
民
族

　
　
誌
デ
ー
タ
か
ら
想
定
で
き
る
モ
デ
ル
）

第
2
章
　
鳥
浜
貝
塚
の
分
析
…
北
陸
地
方
縄
文
時
代
前
期
の
生
業

　
　
（
1
　
背
景
／
2
　
分
析
方
法
／
3
　
分
析
一
　
　
ニ
ホ
ン
ジ
門
下

　
　
顎
骨
の
分
析
／
4
　
分
析
2
ー
ニ
ホ
ン
ジ
カ
肩
甲
骨
の
分
析
／
5

　
　
分
析
3
　
　
イ
ノ
シ
シ
の
狩
猟
季
節
と
年
齢
／
6
　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・

　
　
イ
ノ
シ
シ
猟
に
関
す
る
結
論
／
7
　
遺
跡
機
能
の
検
討
1
ー
シ

　
　
カ
・
イ
ノ
シ
シ
問
題
／
8
　
遺
跡
機
能
の
検
討
2
1
分
析
対
象
と

　
　
資
料
の
保
存
状
況
／
9
　
遺
跡
機
能
の
検
討
3
　
　
分
析
／
1
0
　
遺

　
　
跡
機
能
の
検
討
4
1
ー
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
分
析
の
ま
と
め
／

　
　
1
1
　
鳥
浜
6
。
。
蒔
の
遺
跡
機
能
に
関
す
る
結
論
／
1
2
　
回
帰
的
集
落

　
　
移
動
の
原
因
と
構
造
）

第
3
章
　
粟
津
湖
底
遺
跡
第
3
貝
塚
の
分
析
…
一
琵
琶
湖
岸
の
縄
文
時
代

　
　
　
　
中
期
前
葉
の
生
業

　
　
（
1
　
背
景
／
2
　
分
析
方
法
／
3
　
分
析
！
ー
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

　
　
狩
猟
季
節
と
年
齢
／
4
　
分
析
2
　
　
イ
ノ
シ
シ
の
狩
猟
季
節
と
年
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評
）；ltt

跨！

　
　
齢
／
5
　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
猟
に
関
す
る
結
論
／
6
　
薄
端

　
　
機
能
の
検
討
／
7
　
粟
津
第
3
貝
塚
の
遺
跡
機
能
に
関
す
る
結
論

　
　
…
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
以
外
の
要
素
／
8
　
鳥
浜
貝
塚
と
の

　
　
比
較
と
さ
ら
な
る
問
題
）

第
4
章
　
赤
野
井
湾
遺
跡
の
分
析
一
西
日
本
縄
文
時
代
の
生
業
基
盤

　
　
（
一
　
フ
ナ
・
コ
イ
仮
説
の
検
証
に
む
け
て
　
　
遣
跡
の
背
景
／
2

　
　
分
析
1
　
　
動
物
遺
存
体
の
保
存
状
態
と
季
節
性
／
3
　
分
析
2

　
　
1
淡
水
魚
類
資
源
利
用
の
実
態
／
4
　
遺
跡
機
能
と
生
業
構
造
）

第
5
章
　
結
論
と
考
察
　
　
明
ら
か
に
な
っ
た
西
日
本
縄
文
社
会

　
　
（
1
　
な
ぜ
遺
跡
が
少
な
い
の
か
一
1
生
業
・
空
間
利
用
構
造
の
視

　
　
点
／
2
　
縄
文
「
低
湿
地
生
業
圏
」
の
提
唱
）

あ
と
が
き

　
本
書
は
、
仮
説
の
提
示
（
第
1
章
）
↓
検
証
（
第
2
～
4
章
）
↓
結
論

（
第
5
章
）
と
い
う
演
繹
的
論
理
構
成
を
と
る
。

　
ま
ず
第
1
章
で
は
、
問
題
提
起
と
仮
説
の
提
示
、
そ
の
検
証
の
た
め
の
方

法
の
提
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
遺
跡
の
東
西
格
差
」
一
縄
文
時
代
を
通
じ

て
、
遺
跡
の
数
は
東
日
本
に
多
く
西
日
本
に
少
な
い
一
と
い
う
現
象
の
背
景

に
つ
い
て
、
次
の
三
つ
の
仮
説
が
提
示
さ
れ
る
。
西
日
本
に
は
実
際
に
入
口

が
少
な
か
っ
た
と
い
う
、
「
人
口
密
度
」
仮
説
。
西
日
本
の
遺
跡
の
多
く
は

海
岸
低
湿
地
帯
に
位
置
し
、
現
在
で
は
沖
積
地
の
地
下
深
く
埋
没
し
て
い
る

た
め
発
見
し
づ
ら
い
と
い
う
、
「
遺
跡
立
地
」
仮
説
。
西
日
本
の
縄
文
社
会

で
は
、
集
落
や
生
業
活
動
の
場
が
遺
跡
と
し
て
残
り
に
く
い
空
間
利
用
形
態

が
と
ら
れ
て
い
た
の
で
遺
跡
が
発
見
し
づ
ら
い
と
い
う
、
「
空
間
利
用
パ

タ
ー
ン
」
仮
説
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
検
証
の
た
め
に
は
空
間
利
用
構
造
の

復
元
が
必
要
で
、
そ
れ
に
は
活
動
の
季
節
性
や
遺
跡
の
機
能
を
直
接
推
定
で

き
る
動
物
遺
存
体
の
分
析
が
有
効
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
章
で

は
、
考
古
学
的
証
拠
か
ら
遺
跡
の
機
能
を
推
定
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
が
、
民

族
誌
を
参
考
に
し
て
提
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
遺
跡
の
機
能
と
は
、
生
業

活
動
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
占
め
る
場
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
観
点

か
ら
の
機
能
で
あ
り
、
「
狩
猟
・
漁
猟
キ
ャ
ン
プ
」
、
「
集
落
拠
点
扁
、
「
第
1

次
解
体
場
（
い
わ
ゆ
る
キ
ル
サ
イ
ト
）
」
の
三
種
が
想
定
さ
れ
る
。

　
第
2
章
か
ら
第
4
章
で
は
、
動
物
考
古
学
的
手
法
を
用
い
た
「
狩
猟
活
動

の
季
節
性
」
と
「
遺
跡
の
機
能
」
の
推
定
に
よ
り
、
空
問
利
用
構
造
の
復
元

が
行
わ
れ
る
。
い
ず
れ
の
章
に
お
い
て
も
、
分
析
に
用
い
た
以
外
の
自
然
遺

物
、
さ
ら
に
は
石
器
組
成
、
遺
構
の
構
成
な
ど
か
ら
多
面
的
に
検
討
す
る
こ

と
で
、
結
論
の
蓋
然
性
が
高
め
ら
れ
て
い
る
。

　
第
2
章
で
は
、
日
本
で
は
じ
め
て
豊
富
な
自
然
遺
物
が
出
土
し
た
低
湿
地

貝
塚
で
あ
る
、
福
井
県
・
鳥
浜
員
塚
が
分
析
対
象
と
な
る
。
こ
の
章
で
は
、

分
析
に
先
立
っ
て
、
次
章
以
降
で
も
用
い
ら
れ
る
狩
猟
季
節
と
遺
跡
機
能
の

推
定
方
法
に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
狩
猟
季
節
の
推
定
の
た

め
に
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
の
骨
格
の
う
ち
、
主
に
下
顎
骨
の
分
析
が

行
わ
れ
る
。
決
ま
っ
た
季
節
に
出
産
す
る
動
物
の
骨
の
な
か
で
、
成
長
と
と

も
に
変
化
す
る
部
位
を
調
べ
る
こ
と
で
、
死
亡
時
季
を
査
定
す
る
の
で
あ
る
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
分
析
で
は
、
特
定
部
位
の
計
測
お
よ
び
歯
の
萌
出
段
階
・
摩

耗
程
度
の
観
察
が
、
イ
ノ
シ
シ
の
分
析
で
は
歯
の
萌
出
段
階
・
摩
耗
程
度
の

観
察
が
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
動
物
種
に
つ
い
て
確
立
さ
れ
た
方
法
で
あ
る
の
で
、
日
本
の
動
物
種
に
も

適
用
可
能
か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
概
に
死
亡
時
季
が
わ
か

っ
て
い
る
現
生
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
を
こ
の
方
法
で
分
析
し
、
結
果
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の
信
頼
性
を
確
認
し
て
い
る
。
以
上
の
分
析
に
よ
り
、
す
べ
て
の
個
体
の
推

定
死
亡
時
季
が
矛
盾
し
な
い
で
重
な
り
合
う
最
短
の
時
季
が
割
り
出
さ
れ
る
。

さ
ら
に
著
者
は
、
実
際
の
死
亡
時
季
が
相
当
す
る
確
率
を
月
毎
に
計
簾
す
る

「
％
期
待
値
」
と
い
う
評
価
法
を
提
案
し
、
死
亡
時
季
の
相
対
的
な
可
能
性

の
高
さ
に
つ
い
て
の
評
価
を
可
能
に
し
て
い
る
。
次
に
、
遺
跡
機
能
の
推
定

の
た
め
に
、
出
土
部
位
の
数
愚
書
分
析
が
行
わ
れ
る
。
遺
跡
の
機
能
に
よ
っ

て
動
物
遣
存
体
の
パ
タ
ー
ン
に
違
い
が
生
じ
る
、
と
い
う
第
1
章
で
示
し
た

モ
デ
ル
に
基
づ
き
、
予
測
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
と
実
際
の
パ
タ
ー
ン
を
比
較
す

る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
動
物
遺
存
体
の
パ
タ
ー
ン
は
、
人
間
活
動
以
外
に

も
イ
ヌ
・
ネ
ズ
ミ
な
ど
に
よ
る
か
く
乱
や
埋
没
・
堆
積
過
程
に
お
け
る
腐
食

に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
。
そ
こ
で
、
か
く
乱
や
腐
食
の
影
響
に
つ
い
て
、

民
族
誌
上
の
デ
ー
タ
と
の
比
較
や
骨
の
構
造
的
な
腐
食
し
や
す
さ
か
ら
検
討

す
る
こ
と
で
、
分
析
結
果
が
人
間
活
動
を
よ
く
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
を
評
価
し
て
い
る
（
「
化
石
生
成
論
（
タ
フ
ォ
ノ
ミ
ー
）
」
）
。
こ
の
よ
う

な
手
続
き
を
経
た
う
え
で
、
食
料
お
よ
び
道
具
の
素
材
と
し
て
の
有
用
度
と

い
う
観
点
か
ら
、
出
土
部
位
の
パ
タ
ー
ン
が
分
析
さ
れ
、
遺
跡
の
機
能
が
推

定
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
鳥
浜
貝
塚
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
を
中

心
と
し
た
狩
猟
活
動
は
秋
か
ら
冬
に
行
わ
れ
、
春
か
ら
秋
の
漁
携
と
貝
類
採

集
、
秋
の
堅
果
類
採
集
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
こ
の
地
で
の
周
年
定
住

を
可
能
に
し
て
い
た
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
本
書
の
分
析
は
、
イ
ノ
シ
シ

の
狩
猟
季
節
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
見
解
を
支
持
す
る
一
方
で
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
狩
猟
は
夏
季
か
ら
秋
季
に
限
定
さ
れ
る
と
推
定
す
る
。
ま
た
、
遺
跡

の
機
能
に
つ
い
て
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
分
析
か
ら
は
狩
猟
キ
ャ
ン
プ
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
分
析
か
ら
は
集
落
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
推
定
す
る
。
こ
の
結
果
か

ら
、
著
者
は
夏
季
か
ら
秋
季
に
は
集
落
拠
点
と
し
て
、
冬
季
か
ら
春
季
に
は

イ
ノ
シ
シ
の
狩
猟
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
季
節
的
・
回
帰
的
な
空
間

利
用
を
提
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
背
景
に
は
、
低
湿
地
に
お
け
る
水
産

資
源
利
用
の
重
視
が
あ
る
と
の
仮
説
を
提
起
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
3
章
で
は
、
鳥
浜
貝
塚
と
同
じ
低
湿
地
貝
塚
で
あ
り
、
そ
の
包
括
的
・

総
合
的
な
調
査
に
よ
っ
て
成
果
を
あ
げ
た
滋
賀
県
・
粟
津
湖
底
遺
跡
第
3
貝

塚
（
以
下
、
粟
津
第
3
貝
塚
）
が
分
析
対
象
と
な
る
。
基
本
的
に
前
章
と
同

様
の
方
法
で
、
狩
猟
季
節
と
遣
跡
機
能
の
推
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
狩
猟
季

節
に
つ
い
て
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
と
も
鳥
浜
貝
塚
と
類
似
し
た
状

況
で
あ
る
が
、
イ
ノ
シ
シ
の
狩
猟
季
節
が
よ
り
周
年
的
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
。
一
方
で
、
遺
跡
機
能
に
つ
い
て
は
、
こ
の
遺
跡
が
集
落
拠
点
で
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
遺
跡
で
は
動
物
骨
の
人
為
的
な
破

壊
が
進
ん
で
お
り
、
動
物
資
源
の
徹
底
的
な
利
用
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
強
い
集
落
拠
点
と
し
て
の
性
格
が
読
み
取
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、

周
年
的
な
集
落
拠
点
と
し
て
の
空
間
利
用
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
よ
う
な
解
釈
は
、
前
章
で
の
鳥
浜
貝
塚
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
が
、

著
者
は
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
そ
の
立
地
の
違
い
、
す
な
わ
ち
後
背

地
の
平
地
の
存
在
を
挙
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
～
方
で
は
、
両
遺
跡
の
立
地

の
共
通
点
、
す
な
わ
ち
淡
水
湖
水
際
低
地
へ
の
立
地
を
重
視
し
、
前
章
で
提

示
し
た
仮
説
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
る
。
つ
ま
り
、
蛋
白
質
食
料
資
源
と
し
て

の
淡
水
魚
類
の
利
用
が
、
西
日
本
縄
文
時
代
に
お
け
る
集
団
の
生
業
活
動
・

空
間
利
用
構
造
を
規
定
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
「
フ
ナ
・
コ
イ
仮

説
」
）
。

　
第
4
章
で
は
、
滋
賀
県
・
赤
野
流
心
遺
跡
を
分
析
対
象
と
し
て
、
「
フ

ナ
・
コ
イ
仮
説
」
が
検
証
さ
れ
る
。
こ
の
遺
跡
で
は
、
鳥
浜
貝
塚
や
粟
津
第

3
貝
塚
と
異
な
り
貝
塚
を
形
成
せ
ず
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
動
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評ゴ臆

田

物
遺
存
体
の
出
土
が
少
な
い
。
よ
っ
て
前
章
・
ま
で
で
用
い
た
狩
猟
季
節
推
定

の
方
法
に
加
え
て
、
い
く
つ
か
の
土
坑
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
回
遊
性

魚
類
の
生
態
を
参
考
に
狩
猟
季
節
の
推
定
が
行
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
出
土
部

位
の
菅
野
的
な
分
析
が
滋
雨
の
有
無
と
出
土
土
坑
別
に
行
わ
れ
、
民
族
例
と

の
比
較
か
ら
土
坑
機
能
の
推
定
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
礫
の
な
い
土
坑

で
は
、
季
節
的
に
安
定
し
た
漁
獲
の
見
込
め
る
コ
イ
科
資
源
に
対
す
る
保
存

処
理
行
動
が
、
集
石
土
坑
で
は
石
蒸
し
な
ど
の
調
理
法
に
よ
る
日
常
的
な
消

費
活
動
が
、
そ
れ
ぞ
れ
推
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
遺
跡
の
機
能
に
つ
い
て

は
、
コ
イ
科
魚
類
の
集
中
的
捕
獲
の
た
め
の
季
節
的
な
キ
ャ
ン
プ
地
で
あ
っ

た
と
想
定
さ
れ
る
。
著
者
は
こ
の
結
果
を
も
と
に
、
当
時
の
生
業
戦
略
に
お

け
る
、
淡
水
性
魚
類
資
源
の
重
要
性
を
確
認
・
強
調
し
て
い
る
。

　
第
5
章
で
は
、
第
1
章
で
提
示
さ
れ
た
「
遺
跡
の
東
西
格
差
」
と
い
う
課

題
に
対
し
て
、
「
空
間
利
用
パ
タ
ー
ン
」
仮
説
が
も
っ
と
も
妥
当
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
背
景
に
、
淡
水
性
魚
類
資
源
を
重
視
し
た
生
業
戦
略

（「

瘤
ｼ
地
戦
略
」
）
が
あ
る
と
い
う
結
論
が
述
べ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の

「
低
湿
地
戦
略
」
の
時
間
的
変
化
と
空
間
的
広
が
り
が
予
測
さ
れ
、
「
低
湿

地
生
業
圏
」
と
い
う
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

三

　
動
物
遣
存
体
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
遺
物
は
、
土
器
や
石
器
に
比
べ
て
非

常
に
残
り
に
く
い
。
ま
た
、
人
間
の
手
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
た
め
、
考
省
学
の
目
的
が
編
年
と
文
化
史
の
解
明
で
あ
っ
た
時
代
に
は
、

ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
五
四
年
に
出
版
さ
れ
た
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

タ
t
・
カ
ー
行
跡
の
報
告
書
に
お
い
て
、
G
．
ク
ラ
ー
ク
は
自
然
遺
物
を
体

系
的
に
分
析
し
、
入
間
と
環
境
と
の
か
か
わ
り
と
い
う
も
の
が
、
考
古
学
の

重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
動
物
遺
存
体
の
分
析
か
ら
は
、
動

物
種
の
同
定
の
み
な
ら
ず
、
狩
猟
の
季
節
性
や
消
費
肉
量
の
推
定
、
居
住
人

口
・
期
間
の
推
定
ま
で
が
行
わ
れ
た
。
人
工
遺
物
の
型
式
学
的
研
究
法
と
い

う
独
自
の
体
系
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
欧
米
の
考
古
学
は
、
こ
れ
以
降
、
生

業
そ
し
て
環
境
を
視
野
に
入
れ
、
プ
ロ
セ
ス
考
古
学
と
い
う
体
系
を
創
り
あ

げ
る
。
自
然
遺
物
を
主
な
対
象
と
し
た
生
態
学
的
な
分
析
法
は
、
プ
ロ
セ
ス

考
古
学
と
い
う
ゆ
り
か
ご
の
中
で
着
実
に
成
長
し
て
い
っ
た
。

　
｝
方
で
、
日
本
の
考
嘗
学
は
必
ず
し
も
こ
の
動
き
を
同
時
代
的
・
体
系
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
は
受
容
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
い
く
つ
か
の
先
駆
的
な
業
績
を

除
け
ば
、
日
本
考
古
学
に
お
け
る
動
物
遺
存
体
の
研
究
と
は
、
遣
跡
出
土
の

動
物
種
の
リ
ス
ト
を
作
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
当
時
の
人
々
が
「
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
食
べ
て
い
た
か
」
を
知
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
人
間
と
環
境
と
の
か
か
わ
り

を
テ
↓
と
す
る
視
点
が
提
示
さ
れ
る
の
は
、
赤
沢
威
に
よ
る
霧
藷
の

復
元
や
、
林
謙
作
に
よ
る
動
物
資
源
利
用
の
追
求
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
後
、
欧
米
よ
り
十
数
年
遅
れ
て
、
よ
う
や
く
日
本
で
も
環
境
と
生
業
に
対

す
る
軽
罪
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
輸
が
・
そ
の
歩
み
は
け
っ
し
て
速
く
な
か

っ
た
。

　
現
在
で
も
動
物
考
古
学
を
専
門
と
す
る
研
究
者
は
欧
米
と
比
べ
て
圧
倒
的

に
少
な
い
。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、
発
掘
調
査
の
増
加
に
よ
っ
て
検
出
さ

れ
る
動
物
遺
存
体
の
数
は
急
増
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
数
少

な
い
動
物
考
古
学
研
究
者
は
基
礎
的
な
作
業
で
あ
る
種
の
同
定
と
、
発
掘
調

査
報
告
書
の
最
後
に
附
編
と
し
て
付
け
ら
れ
る
出
土
動
物
種
の
リ
ス
ト
作
り

に
迫
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
社
会
や
文
化
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
論
考
は
、

動
物
考
古
学
の
成
果
と
し
て
は
い
ま
だ
少
数
派
で
あ
る
と
い
う
印
象
が
あ
る
。

誤
解
を
恐
れ
ず
言
う
な
ら
ば
、
現
在
の
日
本
の
動
物
考
古
学
は
、
動
物
種
の
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リ
ス
ト
作
り
が
屋
的
で
あ
っ
た
頃
と
、
結
果
的
に
は
大
き
く
変
わ
っ
て
は
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
す
ら
評
者
に
は
思
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
動
物
考
古
学
の
現
状
に
鑑
み
る
と
、
本
書
で
の
作
業
は
、
動

物
種
の
リ
ス
ト
作
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
入
間
と
環
境
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
積
極
的
に
論
じ
、
縄
文
社
会
に
つ
い
て
の
議
論
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
に

成
功
し
た
稀
有
な
仕
事
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
可
能
と
し
た

の
は
、
本
書
が
欧
米
に
お
け
る
「
今
日
的
扁
動
物
考
古
学
早
手
法
を
「
体
系

的
」
に
用
い
て
い
る
と
い
う
方
法
的
な
特
徴
で
あ
る
。

　
「
今
臼
的
」
　
　
本
書
で
の
分
析
は
、
鳥
浜
貝
塚
に
お
け
る
動
物
考
古
学

的
成
果
を
、
今
日
的
な
欧
米
の
動
物
考
古
学
の
水
準
に
ま
で
追
い
つ
か
せ
た
、

と
い
う
意
義
を
も
つ
。
G
．
ク
ラ
ー
ク
が
ス
タ
ー
・
カ
ー
遣
跡
の
報
告
に
お

い
て
生
態
学
的
な
方
法
を
提
示
し
て
か
ら
、
西
田
正
規
に
よ
っ
て
鳥
浜
貝
塚

　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
生
態
学
的
な
分
析
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
、
二
十
六
年
も
の
年
月
が
必
要
で

あ
っ
た
。
そ
の
間
、
欧
米
の
考
古
学
に
お
い
て
は
、
レ
ッ
グ
と
ロ
ー
リ
ー
1
ー

コ
ン
ウ
ィ
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
・
カ
ー
遺
跡
の
再
検
討
が
な
さ
れ
、
シ
カ
の
角

か
ら
季
節
性
を
推
定
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
信
頼
性
が
高
い
方
法
と
し
て

シ
カ
下
顎
骨
の
特
定
部
位
の
計
測
を
行
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
冬
と
推
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
て
い
た
居
住
時
期
が
初
夏
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ダ
ラ
ム
大
学
で
ロ
ー

リ
ー
ほ
コ
ン
ウ
イ
に
教
え
を
受
け
た
著
者
は
、
ま
さ
に
こ
の
作
業
を
、
よ
り

洗
練
さ
れ
た
か
た
ち
で
再
現
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

　
「
体
系
的
」
　
　
そ
し
て
、
本
書
の
方
法
的
な
特
徴
は
、
動
物
遺
存
体
の

今
日
的
分
析
方
法
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
本
書
で
は
、
瓢
回
ω
℃
（
同
定

可
能
骨
片
数
）
や
9
璃
H
（
最
小
個
体
数
）
、
ζ
》
¢
（
最
小
動
物
単
位
）
と

い
っ
た
数
量
的
手
法
か
ら
、
統
計
学
的
手
法
に
よ
る
有
意
性
の
検
定
、
化
石

生
成
論
（
タ
フ
ォ
ノ
ミ
ー
）
の
視
点
と
方
法
、
民
族
誌
・
民
族
考
古
学
的
モ

デ
ル
の
積
極
的
な
援
用
、
仮
説
↓
検
証
↓
結
論
（
ま
た
、
モ
デ
ル
の
提
示
↓

分
析
↓
モ
デ
ル
へ
の
当
て
は
め
）
と
い
う
演
繹
的
論
理
構
成
に
い
た
る
ま
で
、

欧
米
の
考
古
学
が
発
展
さ
せ
、
構
築
し
て
き
た
一
連
の
方
法
を
、
動
物
考
古

学
的
手
法
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
体
系
的
に
実
施
し
て
い
る
。
本
書
を
こ
れ

ま
で
の
日
本
に
お
け
る
動
物
考
古
学
的
研
究
と
画
す
る
最
大
の
方
法
的
特
徴

は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
実
現
し
た
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
詳
細
で
信
頼
性

の
高
い
狩
猟
季
節
と
遺
跡
機
能
の
推
定
が
、
空
間
利
用
や
生
業
戦
略
と
い
っ

た
社
会
的
側
面
に
つ
い
て
の
議
論
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
る
。
動
物
考
古

学
は
日
本
で
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
方
法
で
は
け
っ
し
て
な
い
が
、
著

者
が
本
書
を
「
動
物
考
古
学
の
研
究
法
を
紹
介
し
よ
う
と
し
た
」
（
本
書

『
あ
と
が
き
』
よ
り
引
用
）
も
の
と
表
現
し
た
背
景
に
は
、
日
本
の
動
物
考

古
学
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
引
用
文
に
は
、

「
今
日
的
」
と
「
体
系
的
」
と
い
う
二
つ
の
形
容
詞
が
注
釈
と
し
て
必
要
な

の
で
あ
る
。

四

　
動
物
考
古
学
研
究
の
文
脈
か
ら
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
こ

こ
で
少
し
視
点
を
変
え
て
、
縄
文
時
代
研
究
の
文
脈
か
ら
本
書
を
み
て
み
た

い
。
　
こ
れ
ま
で
の
縄
文
時
代
研
究
で
は
、
そ
も
そ
も
集
落
拠
点
の
移
動
を
み
と

め
な
い
か
、
集
落
の
移
動
を
み
と
め
る
場
合
で
も
、
石
器
組
成
や
遺
跡
立
地

な
ど
の
間
接
的
な
証
拠
か
ら
、
季
節
的
な
移
動
が
推
測
さ
れ
る
の
が
せ
い
ぜ

い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
本
書
で
は
、
動
物
遺
存
体
と
い
う
直
接
的
な
証
拠
か

ら
、
当
時
の
人
々
が
環
境
に
対
し
て
柔
軟
に
適
応
し
、
移
動
を
繰
り
返
す
姿
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評害

が
見
事
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
季
節
的
移
動
の
背
景
と
し
て
提
示
さ
れ
た
「
低
湿
地
戦
略
」
は
、

こ
れ
ま
で
人
工
遺
物
の
分
析
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
み
え
て
こ
な
か
っ
た
当
該
期

の
漁
携
の
存
在
と
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
遺
跡
立
地
、
コ
イ
科
魚
類
に

つ
い
て
の
歴
史
的
・
生
態
学
的
知
識
ま
で
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
非
常
に
説

得
的
な
説
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
解
釈
を
、
「
遺
跡
の
東
酉
格
差
」
の
説
明
原

理
と
す
る
こ
と
に
は
、
い
く
つ
か
の
疑
問
が
あ
る
。

　
ま
ず
、
本
書
で
描
き
出
さ
れ
た
三
遣
跡
に
お
け
る
空
間
利
用
と
、
そ
の
背

景
と
し
て
の
「
低
湿
地
戦
略
」
は
、
た
だ
ち
に
酒
日
本
縄
文
社
会
全
体
の
特

徴
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
書
で
の
分
析
結
果
は
あ
く
ま
で

分
析
し
た
三
つ
の
遺
跡
で
の
結
果
で
あ
っ
て
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
ご

く
限
ら
れ
た
範
囲
で
し
か
な
い
。
こ
れ
ら
の
分
析
結
果
を
一
般
化
す
る
に
は
、

動
物
遺
存
体
の
出
土
す
る
遺
跡
が
限
ら
れ
て
い
る
以
上
、
立
地
・
領
域
・
石

器
組
成
な
ど
か
ら
遺
跡
群
の
総
合
的
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
次
に
、
西
日
本
縄
文
社
会
の
特
徴
は
、
遺
跡
の
数
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
、

規
模
や
集
落
機
能
の
複
合
の
程
度
が
小
さ
く
、
環
状
集
落
と
い
う
計
画
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

構
造
を
も
た
な
い
と
い
う
、
東
日
本
と
の
質
的
差
異
を
含
ん
で
い
る
。
「
空

間
利
用
パ
タ
ー
ン
仮
説
」
だ
け
で
は
、
こ
の
よ
う
な
質
的
差
異
を
十
分
に
は

説
明
し
き
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
遺
跡
の
規
模
や
集
落
構
造
と
い
っ
た
事

象
の
背
景
に
あ
る
社
会
構
造
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
い
く
必
要
が

　
　
　
　
⑬

あ
る
だ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
書
で
の
作
業
は
、
門
遺
跡
の
東
西
格
差
」
を
説
明
す
る

仮
説
の
検
証
手
段
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
り
、
本
書
で
示
さ
れ
た
結
論
は
、

著
者
自
身
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
現
時
点
で
信
じ
ら
れ
る
仮
説
」
（
本
書
『
あ

と
が
き
』
よ
り
引
用
）
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
著
者
は
、
本
書
で
の

作
業
を
、
あ
え
て
「
遺
跡
の
東
西
格
差
」
の
説
明
原
理
と
し
て
位
置
づ
け
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
著
者
の
次
の
作
業
へ
の
布
石
が
隠
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
著
者
は
現
在
、
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
に
お
い
て
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
東
ア
ジ
ア
内
海
の
新
石
器
化
と
現
代
化
一
景
観
の
形
成
史
扁
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
空
間
的
に
は
東
ア
ジ
ア
内
海
地
域
が
、

時
間
的
に
は
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
に
お
け
る
農
耕
開
始
期
お
よ
び
現
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ま
で
が
、
射
程
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
展
開
が

語
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
拙
い
評
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
八
年
十
一
月
）

①
佐
藤
宏
之
「
環
境
考
古
学
」
『
現
代
考
古
学
事
典
』
（
安
斎
正
人
編
）
同
成
社
、

　
二
〇
〇
四
、
　
ア
五
二
一
五
山
ハ
百
ハ
。

②
Ω
四
長
｝
φ
戸
肉
§
§
ミ
§
恥
ミ
い
§
9
こ
弓
ぎ
肉
ミ
セ
さ
賜
◎
ミ
ミ
恕
肉
ミ

　
い
§
ミ
ミ
謡
§
、
防
ミ
き
ミ
、
o
轟
鳶
　
ぎ
、
謝
ミ
ミ
O
田
ヨ
酵
凱
α
q
Φ
¢
巴
く
Φ
目
高
℃
「
Φ
ω
ρ

　
上
り
㎝
避

③
た
と
え
ば
、
直
良
信
夫
は
遺
跡
の
利
用
時
期
の
季
節
性
に
つ
い
て
雷
及
し
て
い

　
る
。
直
良
信
夫
「
西
日
本
石
器
時
代
の
陸
産
貝
類
」
『
史
前
学
雑
誌
睡
二
i
一
、

　
史
前
学
会
、
一
九
三
〇
、
一
－
一
四
頁
。

④
一
九
五
六
年
、
金
子
浩
昌
に
よ
っ
て
動
物
遣
存
体
の
出
土
量
へ
の
視
点
が
示
さ

　
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
そ
の
目
的
は
「
何
を
食
べ
て
い
た
か
」
を
知
る
こ
と
で
あ
っ

　
た
。
西
村
正
衛
・
金
子
浩
昌
門
千
葉
県
香
取
郡
大
倉
南
貝
塚
」
噸
古
代
輪
二
一
・

　
二
二
合
併
号
、
早
稲
田
大
学
考
古
学
研
究
室
、
～
九
五
六
、
一
…
四
七
頁
。

⑤
赤
沢
威
「
縄
文
貝
塚
産
魚
類
の
体
長
組
成
並
び
に
そ
の
先
史
漁
携
学
的
意
味
」

　
噸
人
類
学
雑
誌
』
七
七
一
四
、
日
本
人
類
学
会
、
　
～
九
六
九
、
一
五
四
i
一
七
八

ユ47 （611）



　
頁
。
林
謙
作
「
宮
城
県
浅
部
員
塚
出
土
の
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
遺
体
」
『
物
質
文

　
化
臨
　
一
五
、
物
質
文
化
研
究
会
、
一
九
七
〇
、
一
1
一
五
頁
。
同
「
宮
城
県
浅
部

　
貝
塚
出
土
の
動
物
遺
体
－
分
析
と
考
察
」
『
物
質
文
化
隔
一
七
、
物
質
文
化
研
究

　
会
、
一
九
七
一
、
七
一
二
一
頁
。

⑥
一
九
九
三
年
か
ら
発
行
さ
れ
た
雑
誌
『
動
物
考
古
学
紬
で
は
、
人
間
の
生
活
に

　
関
連
し
た
も
の
を
対
象
と
す
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑦
西
田
正
規
「
縄
文
時
代
の
環
境
扁
『
岩
波
講
座
残
本
考
古
学
2
人
聞
と
環

　
境
』
山
石
波
書
店
｝
、
　
一
九
八
○
、
　
｝
　
一
　
一
…
一
⊥
ハ
四
習
貝
。

⑧
じ
Φ
σ
q
α
q
ρ
｝
｝
b
巳
園
。
三
Φ
《
－
O
。
暑
ざ
℃
’
〉
．
出
9
ミ
，
Ω
ミ
沁
§
巡
ミ
出
沁
㍗

　
ミ
ミ
嘗
跨
ミ
馬
薄
い
ミ
題
さ
ミ
蓉
鋭
≧
ぽ
p
甲
①
ω
ρ
一
〇
c
。
c
。
■

⑨
瀬
口
眞
司
「
関
西
地
方
の
縄
文
集
落
の
規
模
と
構
成
1
そ
の
小
規
模
性
の
理

　
解
1
」
『
西
日
本
縄
文
文
化
の
特
徴
㎞
関
西
縄
文
文
化
研
究
会
・
中
四
国
縄
文

　
研
究
会
・
九
州
縄
文
研
究
会
、
二
〇
〇
五
、
一
九
一
二
八
頁
。

⑩
「
遺
跡
の
東
西
格
差
」
に
関
し
て
は
、
本
書
で
提
示
さ
れ
た
三
つ
の
仮
説
の
他

　
に
、
資
源
の
時
間
的
・
空
間
的
分
布
の
あ
り
方
の
違
い
に
起
抜
す
る
労
働
編
成
の

　
差
異
に
そ
の
理
由
を
求
め
る
意
見
も
あ
る
。
こ
の
説
に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、
淡
水

　
性
魚
類
資
源
は
、
西
日
本
に
お
け
る
内
容
的
・
時
間
的
に
分
散
し
た
食
料
資
源
の

　
一
部
と
し
て
位
概
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
嬢
門
下
「
縄
文
時
代
扁
『
図
説
　
発

　
掘
が
語
る
日
本
史
　
4
　
近
畿
編
撫
新
入
物
往
来
社
、
一
九
八
五
、
五
〇
1
八
一
二

　
頁
。
同
門
縄
文
集
落
の
地
域
的
特
質
i
近
畿
地
方
の
事
例
研
究
1
」
『
講
座

　
考
古
地
理
学
　
4
輪
学
生
社
、
　
一
九
八
五
、
四
五
一
六
四
頁
。
林
謙
作
「
縄
紋
社

　
会
の
資
源
利
用
・
土
地
利
用
」
『
考
古
学
研
究
輪
四
四
－
三
　
考
古
学
研
究
会
、

　
一
九
九
七
、
三
五
－
五
一
頁
。

⑪
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
”
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
4
－
4
「
東
ア
ジ
ア
内
海
の
薪
石

　
器
化
と
現
代
化
”
景
観
の
形
成
史
」
≦
閃
匂
d
サ
イ
ト
（
警
貿
＼
＼
毛
≦
毛
■
。
継
受
¢
．
p
ρ
む
＼

　
器
9
§
勺
＼
）
。

（
A
5
判
　
二
三
四
頁
　
二
〇
〇
七
年
二
月
　
昭
和
堂
　
五
二
〇
〇
円
＋
税
）

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
・
山
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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